
【造園工事業】

職種：施工技能　　職務：施工技能

【概要】

施工現場において、実際に造園工事を実施する。仕事の内容は、樹木や草花の施工、堀・垣根の施工、石工事、園路・広場の施工、添景物の施工、水景の施工など多岐にわたっている。

【仕事の内容】

　仕事は、地ごしらえ・造成、樹木の植栽、草花の植栽、地被植物の植栽、柵・塀・垣根の施工、石工事、園路・広場の施工、添景物の施工、水景の施工など多岐に及んでいる。

　これら造園工事特有の工事のみならず、パーゴラ、藤棚、四阿など公園空間を形成する施設の工事などについても実施する場合も多い。

　また、歴史的な庭園の工事など、卓越した知識と熟練技能を駆使する非常に高度な施工技術を要求される工事もある。
【求められる知識・経験・能力】

· 立体的なものづくりに興味を示し、ものつくりに面白味を感じる人材が必要である。

· また、個々の植物等の植栽だけでなく、庭園全体を捉えた場合の、植物の微妙な配置、石の配置などが重要であり、立体的な空間デザイン感覚の優れた人材が特に必要とされている。

· 造園工事業に入職した者は、まずは施工技能職務として現場を経験することが一般的である。親方の仕事を見て学ぶという丁稚奉公的な文化が根強い面があることから、知識の会得に関しては、教えてもらうことを待つのではなく、自ら積極的に学んでいく姿勢が重要である。

· 特に歴史的な庭園等の工事にあたっては、共通能力ユニットにおける基本的な文化や技法に対する理解を前提としつつ、伝統文化を継承し、伝統的な技術を利用することが必要な現場において、適切に施工を進捗させることができること、伝統を踏まえ、その精神を尊重しつつ新たな技術を創出することができること、優れた作品を残し後世に影響を与えることができること、伝統的な技術を同僚・部下に伝えることができること、伝統的な造園・庭園文化の良さを施主や近隣、一般の人々に理解してもらい、世の中に普及を図ることが求められている。
【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定

・造園技能士(1級、２級、３級)［厚生労働省、都道府県、中央職業能力開発協会］
職業能力開発促進法に基づく資格

　・職業訓練指導員　[都道府県の職業能力開発主管課]
建設業法に基づく資格

・造園施工管理技士（１級、２級）［財団法人　全国建設研修センター］
・土木施工管理技士（１級、２級）［財団法人　全国建設研修センター］
　・建設機械施工技士（１級、２級）［社団法人　日本建築機械化協会］
測量法に基づく資格

　・測量士、測量士補［国土地理院および社団法人　日本測量協会］
労働安全衛生法に基づく資格

・免許試験による資格：移動式クレーン運転士（5t以上）［社団法人　労働技能講習協会等］　等

・技能講習による資格：玉掛技能講習修了者［各都道府県の日本クレーン協会支部、労働基準協会、教習所等］

・同上
：車輌系建設機械運転技能講習修了者［労働安全衛生法：社団法人　労働技能講習協会等］

・同上
：高所作業運転技能講習修了者［労働安全衛生法：社団法人　労働技能講習協会等］

・同上
：フォークリフト運転［労働安全衛生法：社団法人　労働技能講習協会等］

・同上
：建設用リフト運転［労働安全衛生法：社団法人　労働技能講習協会等］


等

・特別教育に基づく資格：職長・安全衛生責任者教育［都道府県等より許可を受けた団体］

・同上
：小型移動式クレーン運転技能講習修了者（１t以上5t未満）［財団法人　安全衛生技術試験協会、各地のクレーン教習所］　等

民間資格

　・造園基幹技能者［社団法人　日本造園組合連合会、社団法人　日本造園建設業協会］

・街路樹剪定士［社団法人　日本造園建設業協会］

・植栽基盤診断士［社団法人　日本造園建設業協会］

・樹木医［財団法人　日本緑化センター］
【平成11年度改訂・労働省編職業分類（小分類）との対応】
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